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当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）

山形県鶴岡市　荘内病院山形県鶴岡市　荘内病院山形県鶴岡市　荘内病院山形県鶴岡市　荘内病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■■■■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 521

【】【】【】【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計）許可病床（合計）許可病床（合計）許可病床（合計） －－－－

直営 25 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 災 地 - - 521

521

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性

鶴岡市を中心とした庄内地方南域約１６万人を対

象とする急性期医療の基幹病院で、NICU6床、

GCU6床を含む病床数521を有している。急性期医

療の基幹病院としての役割を担う一方で、高度・

急性期医療だけにとどまらず、救急・小児・周産

期・災害などの不採算・特殊部門にかかわる医療

を含め、地理的特性上、幅広く総合的な医療を提

供していくことが地域住民から求められている。

130,108 39,822 非該当 ７：１ 521 -

Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度と比べ低くなっている。主に医業収支

比率の減少が影響している。100％を下回っており、医業収支の改

善と不採算部門における繰り出し金の適正な水準について検討す

る。②医業収支比率は、前年度と比べ低くなっている。入院、外

来とも患者数の減により収益が減少したこと、減価償却費等の費

用が増加したことによる。

③累積欠損比率については、退職給付引当金による影響ととも

に、医業収支比率が悪化していることにより増加している。

④病床利用率については、、入院患者の減少や地域かかりつけ医

との機能分化・連携により、在院日数の短縮に努めたことにより

前年度に比べ減少している。

⑤入院患者一人、1日当たり収益は、在院日数の短縮、施設基準に

よる加算の取得に努めた結果、増加傾向にあるが、類似団体より

も低い傾向にあるため収益の安定化に向け、引き続き施設基準の

取得による加算による収益の増に努める必要がある。

⑥外来患者一人、1日当たり収益は、前年度より減少しているもの

のほぼ横ばいとなっている。

⑦職員給与費対医業比率は、職員給与費の増に比べ、医業収益が

患者の減により減収したため上昇している。

⑧材料費対医業収益比率については、微増となっているが類似団

体より低く今後とも効率的な運営に努める。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

84.6当該値 96.1 94.0 94.6 95.5 94.9 当該値 93.9 93.5

44,408 45,724

83.4 81.0

平均値 103.0 101.7 101.1 100.3 99.8 平均値

102.2 106.6 113.1 当該値 87.8 88.388.4 89.9 87.1 当該値 92.4 100.1

81.2 80.7 79.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

45.6 41.7 37.7 36.8 33.9 平均値97.2 96.0 94.6 94.4 93.6 平均値 80.3 80.7

2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について

平成15年7月に新病院として開院し13年経過して

いる。

①有形固定資産減価償却率②機械備品減価償却率

③１床あたり有形固定資産については、ほぼ類似

団体の平均並みである。平成27年度は、医師公舎

の建設、統合医療情報システム更新、平成28年度

は放射線治療装置の更新で増加している。新病院

の設備関係（主に耐用年数15年）の修繕等が増加

しており、今後、修繕状況を踏まえ、投資につい

て効率的な計画を行う必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

59,159 60,787

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況

平均値 14,082 14,865 15,610 16,993 17,68062,913 64,765

21.8当該値 51.9 51.5 56.4 57.8 58.9

平均値 56,653

当該値 24.0 24.5当該値 13,617 13,827 14,204 14,474 14,40746,883 48,519 23.2 21.6当該値 45,791

全体総括全体総括全体総括全体総括

平均値 25.6 26.2 26.3 27.5 27.4平均値 48.0 47.8 48.7 48.5 49.2

H26 H27 H28

経常収支比率が悪化していることを踏まえ、経営

基盤の安定化とより一層の地域医療の充実に取り

組むため、具体的な取り組み内容と目標数値を掲

げた「中期経営計画」(29～32年度）を着実に推

進していく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

48,889,173 51,720,455 51,982,173

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 48,095,074 50,135,188 50,543,381 51,238,617

当該値 43.3 46.2 49.9 49.9 53.4

H28 H24 H25

当該値 48,037,923 48,667,631当該値 73.2 71.9 71.2 63.9 65.0

51,669,762平均値 59.7 56.6 62.6 64.1 64.3平均値 46.4 45.9 50.7 51.3 51.2

74.0
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④病床利用率(％)④病床利用率(％)④病床利用率(％)④病床利用率(％)

【74.2】
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③累積欠損金比率(％)③累積欠損金比率(％)③累積欠損金比率(％)③累積欠損金比率(％)

【63.6】
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②医業収支比率(％)②医業収支比率(％)②医業収支比率(％)②医業収支比率(％)

【89.5】
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①経常収支比率(％)①経常収支比率(％)①経常収支比率(％)①経常収支比率(％)

【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)①有形固定資産減価償却率(％)①有形固定資産減価償却率(％)①有形固定資産減価償却率(％)

【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)②機械備品減価償却率(％)②機械備品減価償却率(％)②機械備品減価償却率(％)

【65.7】
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47,000,000

48,000,000

49,000,000

50,000,000

51,000,000

52,000,000

53,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)③１床当たり有形固定資産(円)③１床当たり有形固定資産(円)③１床当たり有形固定資産(円)

【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)⑧材料費対医業収益比率(％)⑧材料費対医業収益比率(％)⑧材料費対医業収益比率(％)

【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)⑦職員給与費対医業収益比率(％)⑦職員給与費対医業収益比率(％)⑦職員給与費対医業収益比率(％)

【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)⑥外来患者１人１日当たり収益(円)⑥外来患者１人１日当たり収益(円)⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)⑤入院患者１人１日当たり収益(円)⑤入院患者１人１日当たり収益(円)⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】



グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例

当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 26.2 27.5 60.5 62.7 65.5

H28 H24 H25

当該値 14,156,850 14,232,250当該値 62.7 62.0 88.5 82.3 82.0

H26 H27 H28

指定管理により、経営状況は安定した状況を保っ

ており、山形県地域医療構想では、今後回復期病

床の不足も見込まれている。しかし、地域の少子

高齢化、人口減少などの状況により、将来的な患

者数の減少も念頭に病院運営にあたっていく必要

が求められる。

また、医療機器の更新や大規模改修実施により、

企業債償還が増加し、一般会計の負担が増加する

ことも予想されるため、より効率的な経営に努め

ていく必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

14,151,475 14,439,417 14,281,908

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

全体総括全体総括全体総括全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

5.1当該値 74.3 69.9 70.6 68.7 71.4

平均値 31,111

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

当該値 4.9 4.8当該値 10,351 10,252 10,507 10,795 10,85829,677 29,582

2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について

老朽化の状況については、①有形固定資産減価償

却率、②器械備品減価償却率とも、平均値より上

回っていて、③の1床当たり有形固定資産につい

ては低水準にあるが、建物は昭和52年に建設され

たものであるため、老朽化している状況にある。

施設については、今後15年後を目途とした保全計

画を作成するため、平成26年に建物の劣化診断調

査を実施しており、躯体部分については、設計基

準強度を上回り、健全な状況が確認されたが、今

後の病院の施設管理の効率化と長寿命化を図るた

め、平成29年度から3カ年に渡り、大規模改修を

実施している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

5.2 5.6

67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値

当該値 28,979 30,804 30,654

92.1 85.5

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

32.9 24.5 29.8 当該値 88.7 89.895.6 100.6 95.5 当該値 21.3 23.3

69.0 68.5 68.3

当該値 93.7 96.9 96.7 115.4 100.0 当該値 93.5 96.8

Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、指定管理により運営

を行っており、一般会計より赤字補填分の繰入れ

をしてもらっているため、安定している。

②医業収支比率については、前年度に比べ低く

なっているが、入院患者数が減少したことによ

る。③累積欠損金比率については、指定管理で、

一般会計からの繰入があるため、低水準で推移し

ている。④病床利用率については、市立荘内病院

の後方支援病院として、高水準を維持している。

⑤一人１日あたり入院収益について、新規加算の

取得をするなど、増加に努める必要がある。⑥の

外来収益については、平均値より高い水準で推移

している。⑦リハビリ関連職員を増員しており、

給与費増加傾向にある。⑧材料費については、リ

ハビリ専門病院として機能しており、低水準にあ

る。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

87.1

120

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性

急性期治療を行う市立荘内病院と密接な連携を図

り、急性期治療を終えた患者を早期から受け入

れ、回復期におけるリハビリテーション医療を集

中的に提供するとともに疾病の長期化、重度の障

害に対する医療的処置が必要な患者のための慢性

期医療を提供する。

130,108 6,470 非該当 ２５：１ - 120

【】【】【】【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計）許可病床（合計）許可病床（合計）許可病床（合計） －－－－

指定管理者(代行制) 3 - 訓 - - - 120

120 - ■■■■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 -

経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）

山形県鶴岡市　湯田川温泉リハビリテーション病院山形県鶴岡市　湯田川温泉リハビリテーション病院山形県鶴岡市　湯田川温泉リハビリテーション病院山形県鶴岡市　湯田川温泉リハビリテーション病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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【74.2】
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【63.6】
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【89.5】
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【98.4】
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【50.7】
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【65.7】
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【44,050,160】
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【24.1】
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【55.2】
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【13,758】
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【49,667】


